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官民連携事業の推進のための地方ブロックプラットフォーム 

「サウンディング」 

案件登録様式 

 

■ 記入票    

項目 記入欄 

１．サウンディング情報  

①団体名 福島県双葉郡楢葉町 政策企画課 政策推進係 

②事業名 多機能拠点（土取り場）整備事業 

③本事業の現在の検討ス

テージ 

※該当する番号に○（いずれか

一つ） 

 

1.事業発案 

楢葉町の 3.79ha の土取り場跡地（公有地）で、観光・交流、

健康、防災をテーマとした多機能拠点施設を官民連携で整備した

いが、民間事業者に導入を期待する機能やその事業手法について

は具体的に決まっておらず、民間事業者からの助言・提案を踏ま

え決める予定としている段階。 

 

２.事業化検討 

３.事業者選定 

４.その他（                     ） 
 

④サウンディングの目的 ○整備する施設のターゲットは、『J ヴィレッジ（年間 40 万人が

利用）』や『道の駅ならは』などの地区内外の来訪者、楢葉町、

双葉郡に居住する子育て世帯を中心とした若い世代、『波倉地区

新産業団地・再エネパーク（楢葉町）』、『福島国際研究教育機構

～F-REI～（浪江町）』をはじめとする施設の就業者及びその家

族を想定しています。また、施設が国道 6 号及び道の駅ならは

に隣接することから、地区内外の来訪者もターゲットとして想

定しています。これらの利用者に対してここでしか体験できな

い癒しやレクリエーションなどのサービスを提供することを目

的としています。 

〇町内には他にも独特の景観を有する岩沢海水浴場や、地域の宿

泊・レクリエーション拠点である天神岬スポーツ公園、さまざ

まなスポーツが楽しめる楢葉町総合グラウンドなどがあり、こ

れら施設とネットワークすることにより滞在時間の延長と消費

単価の増加を目指した観光交流拠点として整備したいと考えて

います。 

〇一方で、計画地は、東日本大震災の震災復興事業で、工事のた

めの土を採取する土取り場として利用されていたため、自然の

山あいの地形と掘削による法面と平地で構成されています。 

○上記の観点から、民間事業者が有する柔軟なアイデアを取り入

れたいと考え、サウンディングを実施します。現時点で、地域

住民の生活利便性を高める機能の導入を想定していますが、そ

れ以外の機能については、サウンディングを踏まえ決定する予
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定です。 

⑤民間事業者に対する質

問事項 

〇計画地において、民間事業者が敷地の全部（または一部）を借

上げる（または購入する）こと、民間事業者による、地域の利

便性やまちの魅力向上に資するサービス提供の可能性の有無

や、市場性等のポテンシャルについて伺いたい。 

〇地域住民が集まるような仕組みや地域資源を活用した事業に関

するアイデアがあれば、提案いただきたい。 

〇計画地内の自然地形や土取りによる法面などを活用して、優れ

たサービスを提供するためのアイデアや、そのような場所を活

かすには、どのような業態の事業者に参画してもらうのが良い

かについても提案いただきたい。 

〇提案いただいたアイデア（施設の整備等）を実現するのに必要

となる面積や施設規模を教えていただきたい。 

〇官民連携手法としてどのような手法が想定され得るか、また、

どの手法が適しているかについて提案いただきたい。 

〇設計・施工・運営を一体的に実施した場合と個別に実施した場

合の事業期間や全体事業費についてどのような違いが出そうか

ご意見をいただきたい。 

〇上記の前提として、可能であれば、民間事業者の費用負担で整

備をお願いしたいと考えております。 

⑥対話を希望する業種 

※該当する番号に○（複数可） 

 

1.設計    2.建設    3.不動産     

4.金融機関    5.維持管理    6.コンサルタント   

7.運営（                       ） 

8.その他（                      ） 

⑦対話を希望する事業者

の事業展開エリア 

※該当する番号に○（複数可） 

 

1.全国展開している事業者   2.当該エリア外の事業者  

3.地元事業者      4.その他（          ） 

２．事業概要  

（１）基本情報  

①事業の分野 

※該当する番号に○（複数可） 

１.公有財産利活用 ２.都市公園 ３.観光施設  

４.教育・文化関連施設 ５.賃貸住宅・宿舎等  

６.廃棄物処理施設・斎場  

７.インフラ施設（                   ） 

８.その他（                      ） 

②事業の種類 

※該当する番号に○（複数可） 

1.新設    2.建替え    3.改修   4.維持管理・運営 

5.その他（             ） 

③想定する事業類型 

※該当する番号に○（複数可） 

1.サービス購入型   2.収益型   3.混合型 

4.その他（事業類型未定     ） 
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④想定する事業の手法 

※該当する番号に○（複数可） 

※PFI 事業方式（BTO、RO 等）

が具体に決まっている場合、

「1.PFI 事業」の（）内に記載

ください。 

１.PFI 事業（   ）方式 ２.DBO 方式 

３.包括的民間委託 ４.指定管理者制度  

５.コンセッション 6.Park-PFI  

7.土地の賃貸借 、８.建物の賃貸借  

9.その他（事業手法未定    ） 

⑤事業内容 

※事業の内容を簡潔にご記入

下さい 

〇多機能拠点は、町全体として賑わい・交流の最大化と地域防災

の強化、住民の健康増進への寄与・貢献を目指すため、既存施

設やプロジェクトとの有機的な連携、役割分担により“健康機

能×観光・交流機能×防災機能”を備えた施設にしたいと考え

ています。 

〇また、多機能拠点に隣接する J ヴィレッジ※1（健康・スポーツ・

医療・福祉機能）や道の駅ならは※2（観光・交流・癒し機能）、

南側多機能拠点※3（防災・交流機能）を包含した一体的な拠点

形成による機能連携を図り、拠点の中心施設として各施設の連

携・相乗効果を促進します。 

※1：日本最大級のサッカーナショナルトレーニングセンターで

あり、天然芝ピッチ、屋内練習場、ホテル、レストラン、コン

ベンションホール等の施設で構成されています。 

※2：道の駅機能以外に、温泉やフードコート、産直、コワーキン

グスペース等の施設で構成されています。 

※3：事業対象地域の南側に現在整備中であり、駐車場、防災倉庫、

多目的広場（平時はイベント広場、有事は駐車場等）、交流広場、

バスケットボールコート、キックターゲット等の施設で構成さ

れています。 

⑥現状及び課題 ・車で仙台市から２時間、いわき市から１時間の距離にあり、町

外からの多くの人を集めるためには企業のノウハウが必要と考

えています。 

・近隣自治体を含め、震災により移転した住民がおり、人口減少、

高齢化が進んでいます。一方、福島県イノベーションコースト

構想による研究機関等の整備や、自治体の移住施策により、町

外からの移住者は増えているので、町民や周辺住民が日々使え

る施設を整備したいと考えています。 

・町内で生活する上で必要な生活利便施設（スーパー、飲食店）

は整備されていますが、娯楽・憩いの場が十分でないため、町

民が望む施設を誘致したいと考えています。 

・Ｊヴィレッジは年間 50 万人が訪れる施設ですが、人の流れが

周辺施設に波及していないため、町内での滞在時間を延ばし、

賑わいを生む中継地点としての役割を期待しています。 

・国道６号は浜通りの主要幹線道路であり、交通量が多いので立

ち寄り客を引き込める施設にしたいと考えています。 
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⑦前提条件 

 

・民間主導での施設整備を進めたいと考えていますので、設計か

ら運営まで関わっていただきたい。 

・基本的には、民間事業者の独立採算による事業実施を想定して

います。 

・民間事業者と対話しながら、必要に応じて、官民連携事業の導

入や町の一部費用負担等の検討を進めていくことも想定してい

ます。 

⑧事業スケジュール（予

定） 

例）令和６年度 サウンディング 

  令和７年度企業募集、選定 

  令和８年度以降 設計・工事 工事完了後共用開始 

（２）対象地  

①所在地（交通情報含む） 福島県双葉郡楢葉町山田岡小堤 

・国道 6 号沿道 

・JR 東日本常磐線木戸駅 約 1.2 ㎞ 

・常磐自動車道楢葉スマート IC 約 4.8 ㎞ 

・常磐自動車道広野 IC 約 3.0 ㎞ 

②敷地面積 3.8ha 

③土地利用上の制約 広野楢葉都市計画区域（区域区分なし） 

地域森林計画対象民有林 

④所有者 楢葉町 

⑤周辺施設等 ・国道６号を挟んで「道の駅ならは」がある。 

・国道６号との間に大堤溜池がある。 

・南側は町道をはさんで防災交流エリアが整備中である。 

・東側は J ヴィレッジが隣接している。 

・ならはスマート I.C.、広野 I.C.から 10 分ほど 

・海（岩沢海水浴場）まで 5 分ほど 

⑥対象地周辺の環境 ・中心市街地に近く（車で５分）、緑豊かな丘陵地に位置する。 

・周辺に住宅は無い。 

・大堤溜池を挟んで国道 6 号に面している。 

・対象地は、年間 50 万の来訪者を誇る J ヴィレッジの隣接地。 

・対象地の南側は、2025 年度以降に施設整備が行われる予定の

南側多機能拠点が立地している。 
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⑦その他 

(上記項目以外の情報、特徴、

留意すべきこと等） 

■波倉地区新産業団地・再エネパーク（楢葉町） 

廃炉となる第 2 原子力発電所に隣接する波倉地区に「復興のシ

ンボル」として今までにない新しい産業団地を整備する。 

日本最大級の系統用蓄電池発電事業エリアに加え、多種多様な

再生可能エネルギー事業を誘致するオープンイノベーションエリ

ア設け、「エネルギーの未来」・「脱炭素社会構築」に向けた学習や

実験ができる機能を付加して、事業者のみならず、多くの研究者、

施設見学者を呼び込む未来型の新産業団地＝「再エネパーク」（仮

称）の実現を目指す。 

 

 

■ 添付資料 

 添付資料 1_計画概要書 

 添付資料 2_楢葉町の基本的条件 

 添付資料 3_現況平面図・断面図 


